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学校法人　東京理科大学　理事長

本山　和夫

東京理科大学維持会　会長

森野　義男

維持会会員の皆様、新年明けましておめでとうございます。日頃から
本学の教育・研究にご理解をいただき、誠にありがとうございます。
既に皆様もご承知のとおり、我が国の大学をめぐる環境は厳しさを
増しています。各種のランキングにおいては、近年、アジア諸国の大学が
大きな躍進を遂げており、日本の大学の存在感が低下しています。国内に
目を移すと、10年ほど横ばいで推移していた18歳人口が再度大きな減少に
転じる「2018年問題」と言われる局面を迎えています。国内外において、
これまで以上に大学間の競争が激しさを増していくことは間違いありません。
こうした状況の中で、本学が今後永きにわたって発展していくため、
昨年、「TUS VISION 150」を発表し、創設150周年（2031年）の姿を
明らかにしました。この「TUS VISION 150」に沿って、この4月から本学
初となる給付型奨学金制度「新生のいぶき奨学金」を導入します。今年
も引き続き、大学のブランド価値の向上、教育研究理念に基づくグランド
デザインの構築等、VISIONに基づいた諸施策を着実に実行に移すことに
より、将来に向けた基盤を整備してまいります。
本学が、これまで以上に充実した教育・研究を行い、国内、そして世界
で存在感を発揮していくためには、皆様からのご支援が不可欠です。理事
会、教職員一丸となって大学改革に努めてまいりますので、引き続きご支援
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
皆様にとって平成30年が幸多き年となることを祈念して、新年の挨拶と
させていただきます。

維持会会員の皆様、明けましておめでとうございます。日頃から維持会
の活動にご理解ご協力をいただき、誠にありがとうございます。引き続き、
ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。
さて、最近の主な出来事を振り返りますと、平成29年度に理工学部が
創設50周年の節目を迎え、さまざまな記念事業が開催されました。平成
29年10月29日（日）には、ホームカミングデーのイベントとして、理工学部
創設50周年記念式典が開催されました。先端研究拠点であるリサーチ
パーク型キャンパスとして、さらなる発展を目指してまいります。
募金関係では、平成29年11月の募金顕彰の会で、新たに昇格され
ました栄誉会員1名及び特別会員5名の方を顕彰させていただきました。
継続して新たな昇格者を迎えられることは、維持会会長として大変喜ばしい
ことと思っております。
また、平成29年11月には、東京理科大学長で維持会栄誉会員の藤嶋昭
先生が、平成29年度文化勲章を受章されました。大変名誉なことで
あり、これもまたとても喜ばしく思います。このように、本学の教育・研究の
成果が広く認知されるニュースが今年も続きますよう、心から願っております。
皆様には、まことに恐縮に存じますが、本学のさまざまな活動を支える
べく、維持拡充資金（第二期）のご支援をお願いする次第です。ご承知の
ように、維持拡充資金（第二期）は、奨学金支援、教育研究推進支援、
キャンパス維持拡充支援の三つの募集目的を柱として重点的に据えて
おります。また、寄付金に関するご相談もお受けしております。税制上の
優遇措置（寄付金控除）のことなど、ご不明な点がありましたら募金事業
事務室までお気軽にお問い合わせください。今年も母校へのご支援を
お待ち申し上げております。
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第75回　常任維持会報告

東京理科大学維持会は、学校法人東京理科大学の維持発展に寄与することを目的とした組織です。
 
維持会は、東京理科大学維持会会則にもとづき、常任維持会
を設置し運営しております。常任維持会の構成員は、栄誉
会員及び特別会員のうちから15名以内を、理事長が理事会
の議を経て委嘱することになっており、平成29年11月現在
14名の方が常任維持会員として委嘱されております。常任
維持会は、年2回開催され、法人の募金計画及び募金活動
に関すること、寄付者に関すること、寄付者に対する顕彰に
関することなどを審議しております。
平成29年11月10日に開催された第75回常任維持会につ
いて、主な点を報告いたします。

１．維持会会員承認について
平成29年4月1日から平成29年9月30日の間に寄付された新規会員58名について承認した。
また、非会員を含むその他の新規寄付3件および追加寄付605件について確認があった。

２．顕彰者について
栄誉会員1名が入会、特別会員に5名が昇格したことの報告があった。
 栄誉会員　：　匿　　名
 特別会員　：　岡村　総一郎　様 昭和59年工学部第一部電気工学科卒
 柿本　　自如　様 昭和45年理学部第一部応用物理学科卒
 黒崎　　弘康　様 昭和22年応用物理学科卒
 森田　　雅之　様 昭和48年工学部機械工学科卒
 山下　　　正　様 昭和41年理学部第一部応用数学科卒

３．維持会会員報告会について
平成29年10月6日にPORTA神楽坂において、東京理科大学維持会栄誉・特別・終身会員報告会
（計57名出席）を開催したことの報告があった。

常任維持会

【常任維持会】
顧　問　　沓澤 虔太郎
会　長　　森野 　義男
副会長　　森戸 　祐幸　　横山 　和夫
会　員　　岡本 　公爾　　加藤 　和詳　　酒井 　陽太　　島崎 　益男
　　　　　竹内 　　伸　　長谷川 佑子　　幡野 　　純　　宮川 　公治
　　　　　村田 　雄司　　山田 　俊彦　　山田 　義幸

（任期:平成28年12月28日から平成32年12月27日まで）
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【維持拡充資金（第二期）入金額】
平成29年4月1日～平成29年9月30日

個 人
団 体
こ う よ う 会
法 　 人

44,430,280円
615,512円

17,859,000円
10,000,000円

合 計 72,904,792円

維持拡充資金（第二期）について（平成28年度分報告）
【平成28年度 寄付金総額】（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

個 人 271,021,000円
団 体
こ う よ う 会
法 　 人

773,318円
38,333,000円
95,000,000円

合 計 405,127,318円
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ホームカミングデー募金報告
平成２９年１０月２９日に開催されました「ホームカミング

デー」募金コーナーにおいて、維持拡充資金（第二期）を募集
し寄付金が集まりましたので報告いたします。

寄付金総額は、32，5０0円 となりました。
この寄付金は、「２０１７ホームカミングデー参加者有志」の
名称で団体寄付として受入れいたしました。

ご協力を賜りました皆様に厚く御礼申しあげます。
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都道府県別維持会会員数一覧
維持会レター

平成２９年９月３０日現在
会員種別 栄誉会員 特別会員 終身会員

普通会員
会員格付 SA AA A B C D E F G H I

北海道 1 1 4 1 15 

青　森 5 3 

岩　手 1 1 1 8 

秋　田 1 4 

山　形 1 1 1 

宮　城 1 2 1 2 1 2 

福　島 9 

茨　城 1 3 1 5 1 19 6 52 

栃　木 1 2 4 2 11 

群　馬 1 1 1 18 

埼　玉 1 3 3 8 3 23 2 45 11 126 

千　葉 1 1 3 12 2 28 7 59 21 135 

東　京 1 1 2 7 2 15 3 21 8 64 16 136 59 335 

神奈川 5 1 1 6 2 12 7 60 19 169 

長　野 1 1 4 8 1 19 

山　梨 2 5 

静　岡 2 3 3 3 17 

愛　知 1 1 2 1 3 5 2 21 

岐　阜 2 1 4 

福　井 1 1 1 3 

石　川 1 1 4 

富　山 2 1 6 

新　潟 1 1 2 25 

三　重 2 1 6 

滋　賀 2 2 

大　阪 2 2 2 3 9 

京　都 1 1 2 4 

奈　良 2 1 2 

和歌山 1 1 3 

兵　庫 1 1 1 2 3 9 

鳥　取 2 

島　根 2 

岡　山 4 3 9 

広　島 2 7 1 24 

山　口 12 28 

香　川 5 1 1 

徳　島 1 1 3 

高　知

愛　媛 1 1 2 

福　岡 1 1 8 

佐　賀 2 

長　崎 1 4 

熊　本 1 

大　分 7 

宮　崎 1 1 

鹿児島 1 1 3 

沖　縄 2 4 

国　外 1 

計 1 0 1 2 0 0 19 20 59 157 409 1,127 

赤数字は物故者数　

都道府県別維持会会員数一覧



お知らせ・報告
維持会レター

表　彰　者

募金顕彰の会（平成29年11月10日
開催）において、栄誉会員に入会した方
（1名・匿名）及び特別会員に昇格した方
（3名）に表彰楯を贈呈しました。
なお、特別会員 黒崎　弘康 様（昭和
22年応用物理学科卒）及び特別会員 
森田 雅之 様（昭和48年工学部機械工学
科卒）に、後日表彰楯を送付させていた
だきました。

特別会員　岡村　総一郎　様
昭和59年工学部第一部電気工学科卒

本山理事長(左）より贈呈

特別会員　山下　正　様
昭和41年理学部第一部応用数学科卒

本山理事長（左）より贈呈

特別会員　柿本　自如　様
昭和45年理学部第一部応用物理学科卒
本山理事長（左）より贈呈
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お知らせ・報告

※出席者名簿は、省略させていただきます。

栄誉・特別・終身会員報告会

平成29年10月6日（金）PORTA 神楽坂にて、栄誉・特別・終身会員報告会が開催され、本学関係者を
含め57名の方が出席しました。
報告会では本山理事長からの挨拶として本学の現状説明があり、その後森野維持会会長から母校創設の
歴史および維持会の現状報告がありました。引き続き、石神理窓会会長より、2017年度ホームカミング
デーについて説明がありました。
また、報告会後には懇親会が行われました。

「東京理科大学奨励賞」の創設のお知らせ
維持会員の皆様には、本学のために、いろいろとご支援いただきまして誠にありがとうございます。
謹んでお礼申し上げます。
さて平成28年度は、平成27年度に制定した「東京理科大学大村賞」に続き、「東京理科大学生物・
化学奨励賞」を創設し、学位記・修了証書授与式にて授与しました。
今般、本学の専門分野すべてを包含するべく、生物・化学分野に加え、① 数学・物理、② エンジニア

リング、③ 情報・マネジメントの3つの専門分野を追加し、「東京理科大学奨励賞」を創設することと
しました。この奨励賞は、学部卒業生、大学院修士課程修了生のうち、きわめて優れた学業成績、研究
業績をあげたものに対して授与されます。
なお、新たに追加した分野の奨励賞は、それぞれ、維持会にご寄付を賜った降旗眞寿幸様（理工・数学卒）、
岡本公爾様（工・工業化学卒）、本山和夫理事長（理工・経営工学卒）から賞創設の主旨へのご賛同を得て制定
されたものです。
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お知らせ・報告
維持会レター

募金顕彰の会

平成29年11月10日（金）ホテル メトロポリタン エドモントにて、募金顕彰の会が開催され、本学関係者を
含め41名の方が出席しました。
冒頭に新規栄誉会員1名、新規特別会員3名の方に表彰楯を贈呈しました。本山理事長、藤嶋学長及び
森野維持会会長から、母校への多大な貢献に感謝する旨の挨拶のあと、和やかな雰囲気の中、親しく懇談が
行われました。

〈栄誉会員・特別会員・終身会員〉
阿部　　芳首　様
石田　　正泰　様
植木　キク子　様
岡村　　弘之　様
柿本　　自如　様
加藤　　和詳　様
神谷　　隆幸　様

本山　　和夫　様

酒井　　陽太　様
坂本　　　功　様
佐藤　　　毅　様
重倉　　祐光　様
島崎　　益男　様
鈴木　　弘昭　様
竹内　　　伸　様

藤嶋　　　昭　様      

田中　　芳夫　様
樽谷　　　隆　様
直井　　英雄　様
長谷川　佑子　様
幡野　　　純　様
馬場　　錬成　様
原田　　　昇　様

吉本　　成香　様      

平川　　保博　様
水野　　　澄　様
宮川　　公治　様
村田　　雄司　様
森口　　泰孝　様
森田　　昌宏　様
森戸　　祐幸　様

岡村　総一郎　様

森野　　義男　様
山下　　　正　様
山下　　秀雄　様
山田　　俊彦　様
山田　　義幸　様
横山　　和夫　様
若林　　秀樹　様

多田　　孝次　様
〈本学関係者〉

35名（本学関係者を除く）、ほか1名

5名

　出席された会員の方々は、次のとおりです。




